


Timetable

18:00 オープニング

本イベント内容のご案内

ファシリテーター自己紹介

と会社の紹介

18:10 フェーズごとのAI活用
改善フェーズでの

AI活用の方法
活用するAIモデルについて
・Dify（ChatGPT）
・NapkinAI
・GalileoAI

18:25
改善フェーズの

AI活用を実演！
GA4から改善案を分析・自動図解
UX改善のUI生成

19:10 質疑応答

19:25 クロージング

次回案内

＼モックテーマを用いた実際のAI活用を実演∕

90min ※イベント本編では休憩時間は設けておりません、予めご了承ください

ChatGPT: GA4から改善案を分析
NapkinAI: 分析サマリを図解
GalileoAI: UI/UX改善デザインを作成

NapkinAIChatGPT GalileoAIDify

＋



Aida株式会社（エイダ）

Yuya Kamemoto
AIサービスデザインマネージャー

専門学校を卒業後、LINE FukuokaでLINE 
Qアプリ運営のマーケティング及びデザインを担当。UX
/UIデザイナーとして、ITとクリエイティブの両面で多彩
な経験を持ち、AI技術を活用したデザインプロセスの効
率化と革新に力を入れている。近年ではデジタル人材育

成にも注力しており、ワークショップやセミナーの開催

や、企業や団体のワークショップ支援などをしている。













#aidatalk



業務にどのくらいAIを活用していますか？

　質問作成

chatGPT
アテ画像生成

情報検索

perplexity

メール

返信
Gemini

活用方法

活用モデル・ツール

構築サポート

（プログラミ

ング）

GPT4o

アイデアブレ

ストの壁打ち

GPT4o

VI作成のプロ
トタイプ

midjourney

社内共通語句

のリライト

画像加工

自動

付箋化

miro

文章校正

リライト

chatGPT

プログラム

修正

chatGPT

Photo
shop

Dify

見積もり提案

の自動化

Dify
UIパーツのプ
ロトタイプ

Claude

Firefly

ペルソナ

作成

chatGPT



業務にどのくらいAIを活用していますか？

データ分析の自動化

カスタマー

サポートの

チャットボ

ット

マーケティン

グキャンペ

ーンのターゲ

ティング

自然言語処理

による文書作

成支援

画像認識を用

いた品質管理

音声認識によ

る議事録作成

需要予測

の精度向

上

人材採用プロ

セスの効率化

翻訳業務のス

ピードアップ

パーソナライ

ズされた商品

推薦

リスク管

理の強化

予防保守

の実施

顧客行動の分析

財務予測

の改善

クリエイティ

ブデザインの

サポート



Use of AI in different phases

フェーズごとのAI活用



戦略段階

要件段階

構造段階

骨格段階

表層段階

ユーザーの視線配慮や

デザインの統一性や配色

（ビジュアルデザイン）

ワイヤーフレームや

優先順位などの情報整理

インタラクションデザイ

ンや情報アーキテクチャ

機能仕様や

コンテンツ要求

ユーザーニーズや

インサイトの深掘り

サイトの目的

具体

抽象

プ

ロ

セ

ス

デザインの5段階モデル



戦略段階 要件段階 構造段階 骨格段階 表層段階 改善段階

課題から

プロジェクトを発足

目的(5W1H)を明確化
簡易要件作成

ターゲット/ペルソナ
課題の深掘り

KPI(指標)の策定
コスト策定

機能仕様の整理

必要環境の整理

体制の検討（座組）

カスタマージャーニ

ー

ディレクトリマップ

WBSの作成

ワイヤーフレーム

情報の優先順位付け

必要コンテンツの

アタリ

プロトタイピング

UI/UXデザイン
グラフィックデザイ

ン

アセット収集

KPIのフィードバック
レポーティング

改善提案

改善プロジェクト

実施

プロジェクトフロー



戦略段階 要件段階 構造段階 骨格段階 表層段階 改善段階

課題から

プロジェクトを発足

目的(5W1H)を明確化
簡易要件作成

ターゲット/ペルソナ
課題の深掘り

KPI(指標)の策定
コスト策定

機能仕様の整理

必要環境の整理

体制の検討（座組）

カスタマージャーニ

ー

ディレクトリマップ

WBSの作成

ワイヤーフレーム

情報の優先順位付け

必要コンテンツの

アタリ

プロトタイピング

UI/UXデザイン
グラフィックデザイ

ン

アセット収集

KPIのフィードバック
レポーティング

改善提案

改善プロジェクト

実施

プロジェクトフロー



画像生成文章生成リサーチ デザイン・資料

Genspark Felo

Arc Serach Consensus

Perplexity

ChatGPT Claude

Copilot JasperAI

Gemini

ImageFX midjourney

DALL- E3 Stable Diffusion

FLUX

Gamma

Canva

NapkinAI v0
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LLM開発

Figma

GalileoAI



ChatGPT Dify NapkinAI GalileoAI

分析・整理 改善



Let's try AI play.

改善フェーズのAI活用 実演

戦略段階 要件段階 構造段階 骨格段階 表層段階 改善段階

プロジェクトフロー

#04

今日はここまで

前回の内容



これまでの流れ

step1

クライアントとの

戦略会議にAIを同席

step2

議事録から

プロジェクトの概要書

を生成

step3

プロジェクト概要書

から資料を作成

step4

プロジェクト概要書

から要件定義書を作成

戦略段階 要件段階

step5 step6

構造段階

必要タスクと

スケジュールを作成

骨格段階

ワイヤーフレーム

の作成

ste7

表層段階

UIデザインの
作成



戦略段階 要件段階 構造段階 骨格段階 表層段階 改善段階

プロジェクトフロー

今日やるところ



Let's Try!!

GA4（アナリティクス）から
改 善案を分析・自動図解

UX改善のUI生成

課題



How AI can be used

GA4から
改善案を分析

表層段階



ChatGPT Dify

分析・整理

Claude Napkin AI

画面を

切り替えます



解析結果を

HTMLで出力
→ PDFで保存



ChatGPT Dify

分析・整理

Claude Napkin AI

画面を

切り替えます



PDFドキュメント
として保存



UX改善のUI生成



UX改善のUI生成
さまざまなUXUI生成ツールを検証しましたが既存のデザインをブラッ
シュアップする最適なサービスはまだ存在していませんでした。



How AI can be used

改善案分析からUI改善要件を整理して
デザイナーと連携しよう

表層段階

別枠



ChatGPT

UI改善要件整理

Claude

画面を

切り替えます

＞



時計を背景にしたデザインが目を引く

一方で、サービス内容や企業の強みが

伝わりにくい。

コピーをより具体的に

サービス概要やCTAボタンを目立
たせる

アニメーションやスクロールイン

ジケーターを追加し、次のセクシ

ョンへの誘導を明確に

サービス内容がカード型で並べられて

いるが、どのサービスが重要かがわか

りにくい。

サービスをカテゴリー分けし、「

おすすめサービス」や「人気サー

ビス」を目立つ形で表示。

各サービスカードに簡潔な説明や

アイコンを追加して視覚的にわか

りやすく。

実績がわかりやすく表示されているが

、詳細情報が不足。

実績の詳細ページへのリンクを追

加。

実績のビフォー・アフターの画像

や数字（例：CTRの改善率）を掲
載し、視覚的インパクトを強化。

コラムが簡潔にまとまっているが、ク

リックを促す工夫が不足。

カードデザインにマウスオーバー

で動きが出るエフェクトを追加。

記事のハイライト情報やアイキャ

ッチ画像をより大きくする。

レビューが並べられているが、具体的

なレビュー内容が伝わりにくい。

各レビューに星評価や具体的なコ

メントを追加。

レビューをスライダー形式で動的

に見せる。

基本的な連絡先情報は表示されている

が、CTAが弱い。
「無料相談」「問い合わせ」ボタ

ンをより目立つ色に変更。

問い合わせフォームに動的な入力

補助機能（例：自動補完）を追加

。

ピンクを基調としたデザインが印象的

だが、ユーザーによっては過剰に感じ

る可能性。

強調したい箇所に別の差し色を使

用（例：CTAは黄色や青）。
フォントサイズを調整し、可読性

を高める。

速度の詳細は不明だが、GA4レポー
トでの指摘を踏まえる。

画像の圧縮と遅延読み込みを

実施。

必要に応じて、WebP形式の画
像フォーマットに変更。



Question and Answer

質疑応答



session

24.12.18

next

プロジェクトフローごとにみた生成AIツールの
活用事例をサクっと紹介！

プロジェクトフロー

戦略段階 要件段階 構造段階 骨格段階 表層段階 改善段階

Dify

Claude

ChatGPT

Gamma

GalileoAI

NapkinAI

tl;dv

ノーコードLLM開発ツール UIデザイン生成ツール

文章生成AI 図解AIツール

生成AI 議事録・要約ツール

資料作成AI

18:00〜19:30

オ
フ
ラ
イ
ン
で

実
施
し
ま
す
!!





アンケートに

ご協力ください

🙇


